



































































































































の夏を迎えたわけだが、すこしずつ雑誌が形 な ていく過程は、こうした作業 する者しか味わえないひそかな喜びである。昨年度開催した
国際シンポジウムと研究例会から生まれた成果にくわえ、四編の投稿論文も掲載できた。今号も充実した誌面になっ ことは、ひとえにご寄稿くださった方々および関係各位のおかげであり、篤く御礼申し上げる次第である。　
本年度も、多彩な研究例会やシンポジウム等が企画されてお
り、それ
らの成果が次号に活かされることも期待される。所員・研究員の皆様のご
支
援、
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら、
よ
り
一
層
充
実
し
た
誌
面
に
し
て
い
き
た
い。
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